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1. 本 研究は家庭生活におけ る主婦 の家政意識 が前回

調 査時よ りどの ように変化し ているかを知 るために行な

ったものである。

2. 質問紙法に より前回 と同じ名古屋 市を中心 とし た

地域の主婦を対 象に調査 を行 なった。調査 内容は. 1 ）

家 事労働に対する主婦 の考えや家事労働 の価値 について

2） 主婦が職業を持つこ とについて の考 え　3） 家庭生

活 に関する事柄 の決定について　4 ） 親（老人） の世話

につい ての実状等を，主婦 の年齢層有職 者（ 何等か の勤

労で収入を得てい る者）無職者（家庭 の主婦 専業 者） に

よってその考え方に差 がみられ るかを調 べ，更に，第１

回（昭和37年）第 ２回（39年） の調査結果 とも比較 考察

を行った。

3.    1） 家事労働は主婦専用の仕事である との考えが

依 然とし て強い 。また，家事労働の価値を認 めようとす

る考えが僅かな がら増る傾向 がみられ た。2） 経 済事情

から，家 庭内で仕事を持つ主婦 が増加してい る。3） 家

庭 内の事柄は，主婦が主にな り夫婦で話し合 って進 めら

れることが多い。4 ） 本調査では，親（老人） と同居し

世 話する者が多くみられた。 総括的にみて家庭生活 に著

しい 変化 はみられなかった。し かし ，今 日の家庭生活の

あり方とし ては，主婦 の経営能力を より向上 させ る必要

のあることを感じ た。


